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　骨移植術ないし移植骨に関する研究は，現在整形外科の
領域における一大重要関心事であり，その近年の進歩は量
ざましいものがある。わが教室においては冷凍保存骨1）や
冷凍乾燥微細片骨L’）（可塑骨）に関して数多くの研究がなさ
れ，その臨床的応用においてもほとんど成功をおさめてな
お引き続き研究を重ねている。私のこの実験も可武骨なり
骨銀行なりをめぐって行われた実験の一つで「万一移植骨
内に結核菌が病巣として，あるいは血洗申に生存していて，
誤って他人の体内に接種されたときいかなる事態をおこす
か」。ということを実験的に検討したものである。
　実験にさいしてはモルモットに八工骨関節結援を発病せ
しめ，これを材料として他のモルモットに接種，その発病
能を検索した。さらに可塑骨製造の実際にかんがみ，接種
前に冷凍乾燥を行い，その上紫外線を照射したものを接種
し，その成績がいかに変動するかを見究わめようと試み
た。その結果興味ある知見をえたのでここに報告する。
実瞼方法
　1）実駿動物＝ツベルクリン反応陰性の体重350g前
後のモルモット約30羽を使用し，1群（5羽）に骨関節結榎
を発病せしめ，他群（24羽）にこれを材料として接種した。
　2）感染一獲病法：北大下野研究所より分譲の四型
結核菌仲野株lmg／ccの滅菌蒸溜水浮游のもの各0．1ccず
つをモルモッ1・の両膝関節腔内に同時に注射した。この接
種群は一般状態，X線および局所所見等につき経過を観察
たが，その詳細については後にのべる。
　3）接種法（第1図）二発病を確認し，膝関節に菌を注
入してから12週後の膝関節を無菌的にとり．出し，これを
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し骨円のみ鉗子をもつて充分に器機的に破砕した。この破
砕骨片を2分し，一方には冷凍乾燥の操作を加え，一方は
破砕のままとし，この両者のおのおのva　O，30，60，120分
聞の紫外線照射を行った。
　かかる操作を経たものを，一部は1％燐酸カリ培地（小
川）に培養，他はモルモット腹腔内に注入接種した。培養
と接種にさいし骨片は紫外線照射の後，ほぼ1．5倍の蒸溜
水を加えて，　これに約12分間ホモジナイザーを使用し，
その上清を用いたのであるが，培養では0．1ccずつをピペ
ットで，接種では0．7ccずつを注射器で使用した。
　4）経過観察法：毎週1回体重の変化，栄養状態，ツ
ベルクリン反応の消長，’ ﾇ所所見，支配淋巴腺の結核性変
化を肉眼的に精査し，発病群では関節の組織学的検索を，
接種群では脾肺組織の定量培養を行った。
実理域績
A），骨関節結核の発病：
　モルモットの両膝関節に結核菌を注入三次の二二につい
て経過を観察した。
　1）一般状態
　i）体重の変化二毎週体重を測定したが，術後しばら
くは接種の関係なしに漸増するものもあるが，2週臣頃に
平均して体重は一旦低下し，その後は体亜：増加の傾向をた
どっている。結三二の関節注入により生体は激甚な影響を
うけているにもせよ，体重に関する限りは著明な変化は見
られなかった。　，　　　　　　　　　　　　　　’
　ii）栄養状態：術後2～3週聞は食：慾やや低下するかに
見えたが，以後10週位までは柴養状態は一般に佳良であ
った。ユ0週をすぎるころから全般的に活動性が鈍くなっ
ていることが明かであった。
　iii）ツベルクリン反応の消長：旧ツベルクリン液を生
理的食；監水にて100X稀釈（のち8週からは2，000　X）とし，
その0．1ccを抜毛消毒したモルモット側腹部に皮内注射
し，その24時聞後の発生腫脹で判定した。100Xツベルク
リンを注射の場合，陽性転化は3～4週においてすべての例
にみられ，以後8週まではほとんど全例とも同じ程度の陽
性で：LOx1．2ないし1．5x2．0位の程度であった。8週以後
tl＃　2，000　Xツベルクリンを用いたが，陽性度には著変を認
められず，とくに水泡や痂皮の形成は認められなかった。
iv）局所所見：3～4週までは特に変化を認めなかった
が，5週に至り1例において関節強直を，2例において痩
孔の形成を認めた。10週に至るや当時生存観察中の全部
である4例に痩孔，膿瘍，痂皮形成を認めるに至ったb関
節の腫脹は4週以後に徐々に認められ，その程度は一等度
腫大であった。
　v）支配淋巴腺の状態：6週頃よりそけい部淋巴腺は
何れも皮膚上より触知しうる程度となり，12週になるとほ
とんど小指頭大にまで腫脹し，その後は大体20週頃まで
増減の急激なる変化は示さなかった。
　小紙：以上の全身所見を総括すると，初期にはng　3一・4．
週の間にツ反陽転し，6～10週に至るや支配淋巴腺の腫脹，
局所の膿瘍ないし痂皮の形成，関節の強直を認めるように
なった。
　2｝X線所見
　i）撮影方法：x線撮影は両膝関節部に対して背腹位
な・らびに側転照射を行った。有泉5）tC｝〕が指摘せるごとく実
験の進行とともに屈曲位拘縮を来す点は考慮したが，初期
には撮影上いささかも支障ないのみならず詳細の検討に便
　　　　　　　　　　　　であるので，肢位は2方向を
第2図発病第4週
とつた。
　固定は両手をもつて充分に
牽引した位置に保持した。装
置は島津製カツラ号300mA
型X線診断撮影装置，冨士フ
イルムを使用し，条件は43
K．　V．　P．　50　mA，　O．05　sec．
80cmで撮影した。
　ii）X線所見：第1，2週
においては著変なきものが多
いが関節裂隙の狭小化を示す
、ものがごく一部にある（1週2
例。2週1例。……5羽中）。
　第3適に至ると軽度の骨膜肥厚を示すものもあるが（2
例，一部に萎縮像を示すものが出現する（1例1。第4週に
至ると関節裂隙の狭小化は漸次著明となり骨端部骨髄の透
明像は明瞭となり，骨端線の多くは朦ろう化する（第2図）。
　第5週ではその多数に骨端
核の破壊像を認めるがその程
度は軽い（全例）。第7週に至
ると透明像萎縮像は漸く拡大
し，関節裂隙の狭小化は著明
と認められる（全例）。
　第1σ～12週では以上の傾
向が漸次増強してくるようで
あって，骨端棲の萎縮と破壊
が高度となり（全例），一部に
硬化像の発現したもの（1例）
また関節強直を見せたもの（1
例）が出ていることは，病変
の推移を知るうえで見逃しえ 第3図発病第12週
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ないことである（第3図）。
　第17週を観察したものは2例であるが，その4関節は
いずれも相当の変形を示し，破壊像とをかなり高度に認め
るが，その3関節に硬化像が一：方で明かとなっている。第
20週目は骨の破壊は高度であるが，なお関節裂隙の存在す
るもの，一部に硬化像を認めるものもある。
　小括：関節腔に結榎菌を注入後第1～2週においては著
変を認めず，第4週に至れば骨髄に萎縮像と透明化を見る
ようにな：る。　さらに第5～7週になると骨髄にL萎縮と破壊
鎌とを認め，病変はその後増強する傾向を示す。第10週
で骨硬化像と変形強直を見，第12週でそれは著明となる。
第17週に至るとその多くに硬化像が発現しているが，破
壊変形も著しいようである。
　3）内臓器の所見
　注射後12週20週のものについての内臓器所見は脾，肝，
肺とくに脾に著明であり，その重量は著しく増加し，20週
のものでは肺に多数かつ巨大な結節を認めた。，
　支配淋巴腺ではいずれも両膝搬壁淋巴腺が著しく腫脹
し，内部に乾酪様変性を証明した。
　4）局所の肉眼的所見
　4週のものでは膝関口周径の増大，小量の関節液の貯溜
と軟骨々膜の蒼白，光沢低下等を認める。第12週では関
節の腫脹増大と膿瘍とを認めた。第20週では関節の強直
は高度である（第4図）。
鞭
第4図発病第12週の組織並
　5）小　　括
　私はモルモット膝関節腔内に結核菌を注入，膝関節結板
を発病させ，これを経時的に20週まで観察した。　この膝
関節正配の病巣を切除し，次にのべる接種の材料とした。
B）骨關節結核の培養ならびに体内接種；
　1）実瞼方法の詳細
　実験はむろんすべて無菌的手技により行ったが，まず結
後膝関節部を摘除後骨円のみ鉗子で破砕して細片となし，
これを冷凍乾燥群と非冷凍乾燥群とva　2分した。冷凍乾燥
はドライアイス・＝一テルによる一80C’冷凍にひき’つづ
き，直ちに真室乾燥器で真室度10－5まで10時間吸引した。
　冷凍乾燥群とその対照群との両者に人工：太陽燈を0，30，
60，120分照射した。紫外線照射の条件はACOMA人工
太陽燈100V，6A，目盛3，電圧15　V，照射距離32　cmで
照射した。
　この照射をおえる骨粉約2．5gに対し，蒸溜水5ccを加
え，ホモジナイザー使用，目盛2．8で15分間，その上液を
各照射時間ごと4本の小川培地にピペットで0．1ccずつ注
加して培養した。またこの上液を各時間ごと3羽ずつのモ
ルモットの腹腔内に，おのおの0．7ccずつを注射器で注入
した。動物の経過観察法は初めにのべた発病実験に準じ
た。
　2）培養の成績
　小川培地の培養，8週後に判定した。その結果を第5，6
図に示す。
　これによると非冷凍乾燥群では，紫外線照射30分後よ
り生菌単位数がやや減弱の傾向を見せるが，著明ではなく，
60分でほぼ1／3以下に減ずるが，120分の照射でもなおか
なりの菌の発育を見せ，死滅するには至らない。
　これに対し冷凍乾燥群では，30，60分の紫外線照射で生
菌単位数は漸夢（溝少の傾向を見せているが，照射120分で
全く菌は陰性となった。
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第6図結破骨病巣に対し紫外線
　　　　照射の培養成績．
　結核骨よりの菌の培養にさいして試料の平等化している
こと，とくに体積の大小が大体揃っていることがかなり大
き・な因子として成績に影響するように思う。この実験で冷
凍乾燥群が，紫外線照射の結果菌陰性の結果を示すという
ことは，冷凍乾燥骨は粒子がごく小さく（10μ3～1μ3），た
めに冷凍乾燥操作で菌が発育阻止されやすい条件にある上
に，紫外線によって透過殺菌されやすくなっているという
ことから理解されよう。一方非冷凍乾燥群では摘除骨病巣
は器械的に破砕したのみでその夫き’さは不定であり，かつ
冷凍乾燥骨粉に比してはるかに大であるので，培養時にと
りだす材料中に，菌が不平等に分布されていることは考慮
せねばならない。
　3）体内接種の成績
t冷凍および非冷凍乾燥群のそれぞれは，対照，紫外線照
射30，60，120分の組に分け2群8組（1群あて4組）とし
た。いずれもツベルクリン反応陰性の健康モルモット各組
va　3羽ずつ，総計24羽使用した。検索はつぎの各項につ
いて行った。
　a）一般状態
　i）体重の変化：定時的に体重を測定したが，接種後
2週ではやや増加の傾向を示し，5週では減少しているが
一過性のようで，7週頃では増加の傾向を見せ以後一般に
は減少しない。増加の著しいものは実にエ30gで，減少し
たものでは一80gのものもあり一定ではない。体重表は
省略するが，ここに平均体重曲線を第7図に示す。
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第7図　接種後の体重変化
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　ii）栄養状態等＝接種直後より食：慾は佳良で元気も良
く毛並もよかったが，約1箇月後より活動性鈍磨し，食慾
も全霊に低下した。その後覆9～12週にかけて柴養状態も
向上したものが多かったが，一般に活動性鈍重となり，一
部にかなり衰弱の微あるものも詔めた。
iii）ツ反応の消長＝ツベルクリン反応は2週より3週
の間にほとんどのものが陽転し，それ以後著明な変化を認
めなかった。ただ冷凍乾燥群のうち紫外線照射120分のも
のはツ反応は終始陰性であった。このことはきわめて興昧
あることであって，つぎにのべる局所ならびに内臓の所見
と対比してみたい。
　iv）局所所見：5週後に非冷凍乾燥群の1例に擁孔形
成を見，また別の2例に膿瘍と皮膚炎とを認めた。7週目
至ると非冷凍乾燥群のうち痩孔膿瘍形成，皮轟轟等の変
化のあるものが8例に達したが，冷凍乾燥群では疲孔形成
1，皮膚炎をおこしたものは2羽にすぎなかった。9週以降
になるとこの両者の差はかなり歴然として，非冷凍群では
潰瘍が4例，膿瘍が10例であるに反し，冷凍乾燥群では
潰瘍は形成を見ず，膿瘍は5例に止った。
　v）支配淋巴腺の状態；非冷凍乾燥群では2週後に腹
部に皮下淋巴腺様の腫脹を示したものがあったが，これは
後に膿瘍化し，7週になって淋巴腺腫脹3例うち大なるも
の1例であった。冷凍乾燥群でも同じく3例にこのような
淋巴腺腫脹を認めた。9週になるとほとんどのモルモット
の膝四壁淋巴腺が程度の差こそあれ腫大しているのを触知
しえた。その大なるものは小指頭大の大さがあった。
　これらは外表上よりの所見で，詳細は後にのべるが，．相
当高度の結核に大部分が罹患したことを思わせた。
　一般状態の小括＝冷凍乾燥群・非冷凍乾燥群の2群（8
組）24羽のモルモット腹腔内に紫外線照射処理を行った結
棲骨病巣を注入したところ，程度に種々の差こそ認められ
るが大部分に結棲の発病を認めた。
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　b）局所所見ならびに内臓器の所見
　膝関節副帥の病巣を腹腔内に接種後2箇月（9週）後に北
大結核研究所山本博士指導立会いのもとに解剖したとこ
ろ，局所所見・淋巴腺ならびに．内臓器の変化を認めたので
これをヒストグラムに示す（第8，9図）。
　これによると，非冷凍乾燥群では淋巴腺および局所の所
見内臓器の病変の程度は，紫外線の照射時聞の長短による
著差は認められず，120分照射でもいずれも強い結榎病変
を呈している。これに反して冷凍乾燥群を見ると紫外線照
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第8図体内接種のヒス1・グラム
　　　　（非冷凍乾燥群）
第9図　体内接種のヒストグラム
　　　　（？令・～東卓乞燥群）
射30分で淋巴腺および内臓器の病変は著明に減退してい
る。これが照射60分で再び病変の増勢の徴を示している
が，120分野ものの一部はまだ淋巴腺にかなりの病変を認
められるものもある一面，ごくわずかの淋巴腺の変化があ
るのみでほとんど病変をみないものもあることを認めた。
この冷凍乾燥群の紫外線照射30分ならびに120分のもの
の成績は，非冷凍乾燥群のそれと比べて，冷凍乾燥とそれ
にひき’つづく紫外線照射の菌発育阻止ないし殺菌作用がか
なり強力であることを示していると思う。
　つぎに摘除した脾重量につき検討してみたい。
非冷凍乾燥群
　　1．対　照
?｛
　　2　照射30分
　　3．照射60分
　　4．照射120分
冷凍乾燥群
　　1．対　照
?｛
　　2．照射30分
　　3．照射60分
　　4．照射120分
脾平均重量（9）
　　4．84
　　3．09
　　3．45
　　2．33
　　　　　（g）
　　3．84
　　1．03
　　2．45
　　1．13
　このように非冷凍群と冷凍乾燥群とでかなり明瞭な差異
をみせていることは注目さるべきで，この堕獄の対照にお
いてすでに著しい差異が認められるのは，前者において接
種材料は無処理の摘除骨病巣であり，後者においては冷凍
乾燥の過程を経ているからである。このことは菌発育阻止
のためにかなり重要なことであって，紫外線の作用により
両群ともにおおむね経時的に照射時間の延長とともに，脾
病変がそれぞれ減退することとあわせ考え興昧ある事実で
ある。
C）内臓器の定量培養所見；
　得られた脾および肺の一部を材料とし，乳鉢で擢りつぶ
し，1％NaOH水で脾は10‘一4ならびに10唖倍，肺は10－4
倍に稀釈する。紫外線照射120分の組のみは脾では10　’3
ならびva　10『4に，肺は10－3に稀釈した。この液を1ccの
メスピペットに．て0．1ccずつ1％K：H2PO4培地（小川）に
培養，6週後に判定した。その成績は第1，2表に示すとお
りである。表中の数字は各組の臓器のある稀釈度につぎ3
本培養したものの平均値である。
　非冷凍乾燥群では脾についてみると，30分の紫外線照射
したものの脾培養の結果は陰性となり，120分照射のもの
の一部も陰性となっているが，照射60分を経たものと120
分のものの一部には相当程度の菌発育が各稀釈度において
みられる。これは剖検の内臓器所見と比べてみると，全般
的に菌の発育阻止傾向は認められる。肺についてもほぼ同
様のことが云いうるのであるが，120分の照射でもわずか
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第1表　摘除脾・肺の培養成績
　　　〔非冷凍乾燥群）
とが認められる。
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第2表摘除脾・肺の培養成績
　　　　（冷凍乾燥群）
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ではあるが菌集落を見出しうることからすればジつぎの冷
凍乾燥群と比べて，紫外線照射のみにては骨にふくまれた
菌は殺菌しがたいと云いえるのではなかろうか。
　冷凍乾燥群では剖検の内臓所見と脾肺培養ともにほぼ一
致をみているが，対照群と比べて生菌単位数はかなり少な
いことは，冷凍乾燥操作の菌発育阻止効果のあらわれかと
思われる。冷凍乾燥後120分で脾肺ともに完全陰性となる
ものが1例あり，さらにその群中陽性のものでも非冷凍乾
燥群と比べて，はるかに低い生菌単位数を示していること
から，冷凍乾燥後の紫外線照射の効果というものは，菌の
発育阻止・生菌単位数の滅弱の観点から相当強力であるこ
心心ならびに考按
　モルモットの人工膝関節結榎は整形外科の領域ではなは
だ多様の面から実験が行われており，その成績も枚挙にい
とまないところである。この発病を人型株をもちいて両膝
関節部に同時に接種するという私のとった方法は，実験の
目的によっては有用であると思う。すなわち発病率が高
い，罹患関節の観察に便利である，病的材料の採取が容易
かつ蟄冨であるという長所があるからである。しかしなが
ら死亡率の高くなることは「応考えねばならないが，実際
行ってみたところでは必ずしも非常な高率となるというこ
とはない。また堅き’な欠点はあくまで人工膝関節結擾であ
るので，静脈内注射法等に比べても実際とはなはだ遠い病
勢の進行となる。しかし私の実験の場合は要は骨関節結擾
病巣であることが確実であれば良いので，この方法をとっ
たわけである。
　発病の経過観察には種々の方法をとったがX線写真の
それはその他の観察と比べてとくに興味深いものがあり，
12週において膝関節を摘除し，つぎの接種の材料とした。
実験方法の項にのべたように，この接種と培養に当っては
ホモジナイザーを使用し，これら骨関節結陵組織よりの菌
検出にはほぼ100％に近い高率の検出率なることを知った
が，この点に関する詳細は第6篇において論ずる。
　結咳菌およびBCGに対し凍結乾燥を行った揚合の影響
は，　有馬氏7）によ．れば一30℃から一178℃にわたる範囲
内の凍結手作では，各方法ともに生菌数の減少をもたらし
ているが，徐々に一30℃に凍結する方法がもっとも減少
が少なく，一178℃および一78℃に急に冷却する方法がも
っとも減少が強いとされている。すなわち温度の低いほど
ならびに冷却速度の速いほど生菌単位数の減少が著明であ
るというわけである。われわれの冷凍乾燥骨は，骨微細片
を一80。Cに急速に冷却し，真室度10－5に乾燥したもので，
この状態では混入した菌は大いに発育を阻止されるのであ
る。
　冷凍乾燥後に行う紫外線の照射は，菌浮游液に対して甚
大な影響をおよぼすのみならず，骨筆細片中にある菌に対
しても好き’な殺菌力を有しているs）一“10’。ために冷凍乾燥
群では紫外線の照射を併せ行えば，ごく高度の菌発育阻止
作用をみせることが本実験からは認められる。
　しかしながらこれらの操作だけでは完全殺菌に至らなか
った。その理由はいろいろあるけれども，その第1は関節
結咳組織からえられた非常に大量の菌が体内接種されたこ
とと，第2にもっとも発病しやすい腹腔内に体内接種した
こととをあげうる。であるからこの実験は臨床的に懸念さ
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れような，“万一結面諭が混入した場合”とはことなり，
もっとも高率に発．病．しうる条件のもとで行われたも．のであ
る。したがって体内接種にさいして今回はストマイ等の抗．
結核剤またはマーソ㌧ン等の殺菌剤に．よる処理も行われて
い．ないことを附記したい。
む　す　び
　モルモットの両膝関節結榎を実験的につくり，ここから
材料をとって培養と体内接種を行い若干の知見をえた。
　1．培養試1験：摘出した骨病巣をただちに紫外線照射
した群では，照射30分以上Qものに生菌単位数の減弱の
傾向を見せたものの，120分のものでもなお菌は完全死滅
に至らない。これに反し冷凍乾燥群では生菌単位数は紫外
線照射60分で著しい減少を見せ，120分のもので陰性とな
った。
　2．腹腔内接種：大多．数において，　ツ反応は3週後位
より陽転する。2箇月後に剖検したところ，淋巴腺や内臓
に全身結咳の病変を証明したが，非冷凍乾燥群では120．分
紫外線照射のものでもこれらの変化は無処理の対照と比し
て著しい差違を．見せなかった。一方冷凍乾燥群で．は照射
30分のものに著明な病変の減弱を見，120分照射のものに
ほとんど病変を．見ないものもあることを認めた。
　以上の実験は．モルモットの体重プロキロ約0．2mgの菌
量を用いたものであり，これを体重60kgの人体に換算す
ると12mgの大量となる。従って“万一移植骨内に若干の
結核菌が迷卸した場合”というようなごく微量の菌量につ
いては，骨微細片となし冷凍乾燥の操作と紫外線の照射と
を加えるならば，実際的には発病の機会はほとんど失われ
るのではなかろうか。
　稿を終えるに臨み，御指導を．辱うした北大結．榎研究所有
馬助教授，および御協力下さった同研究所山本博士に深謝’
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾030．7．18受f寸）
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Summary
　　The　effect　of　ultraviolet　radiation　and　freeze－drying　on　material　obtained　in　the　follo－
wing　manner　was　observed．　Artificial　knee　joint　tuberculosis　was　induced　in　guinea
pigs　and　part　of　the　material　obtained　from　the　lesion　was　freeze－dried．
　　　The　material　was　then　exposed　to　radiation　and　the　number　of　viable　tubercle　bacilli
was　examined　by　cultivation．　and　intraperitoneal　inoculation　into　guinea　pigs．
　　　1）　ln　the　culture　examinations：　the　sterilizing　effect　of　ultraviolet　rays　was　remar－
kable．　ln　the　case　of　freeze－dried　materials　a　30　minute　radiation　caused　a　remarkable
decrease　in　the　number　of　tubercule　bacilli，　and　after　120　minutes　no　viable　bacillus　was
found．
　　　In　the　non－freeze－dried　group，　however，　a　120　minutes　radiatien　Was　not　sufficient
to　destroy　the　bacilli　completely．　，
　　　2）Inoc％lation傭。　abdominαl　cαvity：Mantoux　reaction　turned　posi’ヒive　3　weeks
after　inoculation．　Autopsy　was　performed　and　evidence　of　the　tuberculous　bacillemia
was　prominent　in　manY　lymph　nodes　and　or　visceral　organs．　ln　the　case　of　freeze－dried
materials，　which　had　been　exposed　to　ultraviolet　rays　for　30　minutes，　pathological　chan－
ges　of　a　slighter　degree　were　found，　and　specimens，　with　almost　nQ　changes　were　observed
when　the　material　had　been　radiated　for　120　minutes，　一　’
　　　But，　in　the　non－freeze－dried　group，　even　after　120　minutes　radiation，　almost　no
difference　could　be　found　as　compared　to　the　control　group．
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　　　3）　ln　the　above　experiment，　guinea　pigs　were　inoculated　at　the　rate　of　O．．？．　mg　per
kg　body　weight．　Hence，　in　the　case　of　an　adult　male　of　60　kg，　12　mg　would　be　the
corresponding　figure．　This　would　be　too　gross　a　quantity　of’bacillus　to　be　overlooked　in
a．　surgical　bone　graft　operation　with　thoracoplasty　ribs．　lt　may　be　safely　said，　therefore，
that　there　is　no　danger　in　utilizing　thoracoplasty　ribs，　when　they　are　crushed，　freeze－dried
and　ultraviolet－radiated　suthciently．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　（Received　July　18，　1955）
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